
ゼロから応用まで
業務改善のためのDX基礎（初級）

米本 利行

日常の業務でデジタル技術を活用するための基礎か
ら、自社に応用出来るスキルまで、DXに苦手意識が
ある方でもわかりやすく業務改善のヒントを学びます。

＃Zoomの氏名はフルネームでご記載ください。
（出席確認に利用します）
#教室の方はPCをインターネットに接続した状態でお
待ちください。

まもなく開催しますので
少々お待ちください。
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講師紹介

米本 利行
Yonemoto Toshiyuki

情報処理技術者
・プロジェクトマネージャ ・システムアーキテクト
・データベーススペシャリスト ・ソフトウェア開発技術者
中小企業診断士

主に製造業のお客様に向けてPJ管理経験あり。
ITに精通しない経営者と、事業に精通しないIT技術
者との橋渡し役として、双方にその意図や目的をわかり
やすく伝える仕事をしています。

2
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本研修の進め方

3

・教室とオンラインとの同時開催です。
⇒オンラインから参加されている方で、何か困りごとがあった場合は

チャット機能も利用出来ます。
⇒オンラインから参加されている方は・ビデオはONで参加下さい。
⇒LMSへのログインをお願いします。
（LMSへのリンクは研修の受講案内に記載されています。）

・疑問点等があれば、その場でご質問ください。
⇒皆さんの理解度に合わせながら研修を進める事が出来ます。

オンラインで参加されている方も発言して頂いて大丈夫です。

・録画を行っています。
今後の講義品質向上と、当日不参加の方への配布のために録画を予定しています。
参加者の画像はカットする等の配慮はしておりますが、不都合のある方は予めご連絡
下さい。
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本研修の進め方

・ワーク形式で進めます
１．積極的に参加下さい。講師も皆さんに積極的に話しかけます。
２．セミナーで得た他受講生の情報は、セミナー外の利用を禁止します。
３．機密情報の公開は控えてください。
４．講師からだけでなく、チームメンバーからも学びましょう
５．楽しんでセミナーを受講して下さい。
６．一緒に楽しいセミナーを作り上げていきましょう。

4

ワーク形式のイメージ

講師

受講生 受講生

講師
受講生

片方向 双方向
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本研修の目的・ゴール

目的 デジタルツールをビジネスの現場で活用すること

ゴール

１．DXの概念を理解しその効果を体験すること。

２．デジタルツールを選定し検証できるようになること

３．デジタル化に必要となる能力にはどのようなものがある
か知り、不足を補う方法を知ること。

5
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ワーク:自己紹介

ワーク前提の確認 ・ワークの背景を確認します。（講師と共に共有）

本研修を通じて学び、活かしたいことを共有します

自己紹介と
施策の共有

２分
×４

・３名～４名１組のチームで行います。
・以下の項目を1人２分で共有します。
「現在の業務」「DXのイメージ」「好きなフルーツと理由」
・他の人はそれぞれ１分程でコメントをしてください。
・順番は名前の50音順で最も早い方から行います。

6

全体共有 ・チームで挙がった内容を共有します。



DX概論
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DX概論:DXの定義

出典:経済産業省（デジタルガバナンスコード2.0）

「企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術
を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモ
デルを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、企業文
化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること。」

8

DX
Digital Transformation
デジタル 変わる
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DX概論:デジタル技術の歴史（エンターテイメント業界）

１８世紀頃（1756年:モーツァルト生誕）

一流の音楽や演劇は貴族など限られた人のみが楽し
むもの

・顧客は、貴族など一部の特権階級
・提供者は一流の芸術家

9
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DX概論:デジタル技術の歴史（エンターテイメント業界）

２０世紀後半（1982年:世界初の音楽CD）

一流の音楽や演劇をCDやDVDで大衆が楽しめ
るように

・顧客は、大衆（マス）
・提供者は大企業（エンタメ業界）

10
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DX概論:デジタル技術の歴史（エンターテイメント業界）

２１世紀前半
（2012年:Youtube月間ユーザー8億人）
自分にとって最高の音楽や動画をYoutubeで楽し
める

・顧客は、個人（ニッチ）
・提供者は小規模・個人（Youtuber）

11
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DX概論:デジタル技術の歴史（エンターテイメント業界）

顧客

提供者

○個人（ニッチ）

○大衆（マス）

○特権階級

○芸術家

○大企業

○小規模・個人

1756年 1982年 2012年

比較的
容易に可能

多くの資本と
人員が必要

才能と
⾧期間の鍛錬

提供する
難易度

必要
技術

12

大企業ではなく個人や中小企業が魅力を発信できる



中小企業の課題
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DXに取り組むにあたっての課題

出典:中小企業基盤整備機構 「中小企業のDX推進に関する調査」（2023年10月）

14
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デジタル人材の配置状況

出典:総務省 「情報通信白書」（2019年）
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求められている支援内容

出典:中小企業庁 「中小企業白書」（2023年）



ホームページを作成する
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前提（ワーク共通）:スイーツ店の運営

18

概要

・親戚が運営していた洋菓子／和菓子店が受け継ぎ先を検討中。
・後継の店主にはあなたに白羽の矢が立ち、店舗の運営方針全般に関わる事になった。
・既存の従業員には洋菓子／和菓子共に熟練の職人が在籍している。

事業状況
・店舗のリニューアルを検討中。時代に即したお店にしたい。
・新しい顧客の獲得方法として名物メニューを模索中。
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ワーク:店舗コンセプトの作成

19

店舗名

自由に設定する（例 ヨネモトヨーグルト）
フルーツ

あなたが好きなフルーツ（先ほど皆で共有したもの）

新メニュー

自由に設定する（例:イチゴヨーグルトパフェ）

・新しい「店舗名」を設定してください。
・「フルーツ」と「お菓子」を組み合わせた名物となるような新メニューを設定してください。
＃内容は思い付きで結構です。

お菓子

あなたが好きなお菓子（例:かき氷、パフェ等）
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経営戦略:PDCAサイクル

デミングサイクルとも呼ばれる継続的改善の手法

Plan 計画。課題を特定し、改善の目標を定める。

Do 実行。計画を実行する。実行の過程ではデータも収集される。

Study
(Check)

分析。結果を評価し成功と学びを特定する。

Action 行動。学びを新しい標準として活用する。次サイクルの計画をする。

Study(Check)では問題だけではなく学習した事も抽出する
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ワーク:Googleアカウントを作成する

ワーク前提の確認 ・ワークの手順を確認します。（講師と共に共有）

Googleアカウントを使いユーザーの登録を

Googleアカウントの取得５分 ・Googleアカウントを取得します。

21
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手順1
Googleアカウントを取得します。
→ログイン→アカウントを作成→個人で使用→（ガイドに従って作成）

ワーク:Googleアカウントを作成する
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ワーク:Wixでホームページを作成する

ワーク前提の確認 ・ワークの背景を確認します。（講師と共に共有）

ノーコードツール（Wix）を使い、ホームページを作成する

23

Wixに登録する１５分 ・テンプレートを活用しHPを作成します。

HPを編集する１０分 ・自らの店舗に沿った内容に編集してみます。

チーム内での
共有

３分
×４

・３～４名１組のチームで行います。
・以下の項目を1人３分で共有します。
「お店の特徴」「HP作成に必要なデジタル知識」、等
・他の人はそれぞれ１分程でコメントをしてください。
・順番は名前の50音順で最も早い方から行います。
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ワーク:Wixでホームページを作成する

24

手順
Wixに登録します。検索エンジンから「Wix」で検索



Copyright© Yonemoto SME Management Consulting Office All Rights Reserved.

ワーク:Wixでホームページを作成する

25

手順
・Googleアカウントで続行

・「Sign in to Wix」で「Continue」を選択
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ワーク:Wixでホームページを作成する

26

・「サイト作成を始めましょう」→「私のビジネス」

・AIがあなたのアイデアを形にします。→「チャットを使わず設定する」

・作成したいサイトの種類は何ですか?→「カフェ」→「デザート専門カフェ」

手順
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ワーク:Wixでホームページを作成する

27

・ビジネス名を教えてください。→ワークで考えた「店舗名」を入力
＃その他質問に答えていく
・店内飲食を提供する店舗はありますか?→「１店舗ある」
・レストランで働く人数→（自由選択）
・レストランで使用するサービス→（選択しない）
・使用したいアプリを追加してください→（初期選択のまま変更しない。）
・ダッシュボードを開く

手順
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ワーク:Wixでホームページを作成する

28

ホーム→右上「サイトをデザイン」
手順
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ワーク:Wixでホームページを作成する

29

「WixのAIにおまかせ」
手順
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ワーク:Wixでホームページを作成する

30

・デザインのイメージが作成される（「サイト要約」のリンクから変更も可能。）
・「このデザインで続行する」を選択（「少し違うものにする」を選択すると変更可能。）

手順
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ワーク:Wixでホームページを作成する

31

「エディタで続行」
手順
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ワーク:Wixでホームページを作成する

32

・Wixホームページエディタの右上「公開」を選択
手順
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ワーク:Wixでホームページを作成する

33

・HP公開→「サイトを見る」
手順
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ワーク:Wixでホームページを作成する

34

HPが公開されました
・ブラウザの画面を右クリックのメニューから「このページのQRコードを作成」からQRコード
を作成し、お手元のスマホからも公開されている事を確認してみましょう。

手順
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ワーク:Wixでホームページを更新する

35

HPは編集して更新することができます。
・Wixホームページエディタ画面（以下の画面）
・編集したい場所にカーソルを合わせる「クイック編集」を選択
・文字列や画像を修正することができる。

手順
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ワーク:Wixでホームページを作成する

ワーク前提の確認 ・ワークの背景を確認します。（講師と共に共有）

ノーコードツール（Wix）を使い、ホームページを作成する

36

Wixに登録する１５分 ・テンプレートを活用しHPを作成します。

HPを編集する１０分 ・自らの店舗に沿った内容に編集してみます。

チーム内での
共有

３分
×４

・３～４名１組のチームで行います。
・以下の項目を1人３分で共有します。
「お店の特徴」「HP作成に必要なデジタル知識」、等
・他の人はそれぞれ１分程でコメントをしてください。
・順番は名前の50音順で最も早い方から行います。
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経営戦略:アンゾフの成⾧マトリクス

37

企業の成⾧戦略を４つのカテゴリに分類するフレームワーク

新
規

既
存

既存 新規

市場浸透
戦略

新製品開発
戦略

新市場開拓
戦略

多角化
戦略

市場

製
品

市場や製品の新しい機会を探索し、競争力を高めるための方向性を検討できる
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DX概論:「使う」領域と、「作る」領域

38

出典:デジタルリテラシー協議会HP
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セキュリティ:IDとパスワード

39
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セキュリティ:IDとパスワード

40

パスワード 機器やサービスの利用者であることを証明する合言葉のような文字列

注意事項 ・類推されやすいパスワードは避ける
・メモを人目につくところには残さない
・同じパスワードの使い回しは避ける

保管方法 ・パスワードそのままを保管しない。すぐには分からない工夫を入れる。

出典:内閣サイバーセキュリティセンター「インターネットの安全・安心ハンドブック」

作成の工夫 ・覚えやすい単語を一定のルールで加工する
:一定のルールで文字を抜く（yonemoto→”oeoo”）
:文字を置き換える（toshiyuki→”sd8g”）
:数字は計算する（0727→”1838”）



データを分析する
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ワーク:街の状況を推定する

ワーク前提の確認 ・ワークの背景を確認します。（講師と共に共有）

ワークで設定したお店の街の状況を推定します

42

街の状況を推定する５分 ・ワークを通じて街の状況を推定する
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ワーク:街の状況を推定する

43

手順
あなたが良く知る街にワークで検討したお店があると想定します。（例、ｘｘ駅前、等）
その場所から徒歩15分以内には、どのくらいどのような人が住んでいますか?
・人口は何人ですか?

・年代にはどのような特徴がありますか?

・
・

・
・
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ワーク:jSTAT MAP（地理情報システム）を利用する

ワーク前提の確認 ・ワークの背景を確認します。（講師と共に共有）

特定用途に利用出来る統計情報システムを利用する

jSTAT MAPの登録１０分 ・jSTAT MAPを登録します。

データを分析する

44

１０分 ・リッチレポートを出力し、地域の情報を分析します。

チーム内での
共有

３分
×４

・３～４名１組のチームで行います。
・以下の項目を1人３分で共有します。
「事前に想定した内容との違い」
「分析に必要なデジタル知識」、等
・他の人はそれぞれ１分程でコメントをしてください。
・順番は名前の50音順で最も早い方から行います。
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ワーク:データを分析する

45

手順
jSTAT MAPに登録する→「ログイン」
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ワーク:データを分析する

46

手順
jSTAT MAPにユーザー登録する。
→画面一番下の「ユーザー登録を行っていない方は・・・」
→「ユーザー登録はこちら」
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ワーク:データを分析する

47

jSTAT MAPに登録する。→ソーシャルアカウント連携で登録する
手順
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ワーク:データを分析する

48

jSTAT MAPに登録する。
→利用する機能に「地図で見る統計（jSTATMAP）」が選択されていることを確認
→「本登録」

手順
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ワーク:データを分析する

49

jSTAT MAPにログインする。→ソーシャルアカウント連携
手順
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ワーク:データを分析する

50

jSTAT MAPを利用する→「地図」を選択
手順
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ワーク:データを分析する

51

jSTAT MAPを利用する→「地図で見る統計(jSTAT MAP)」を選択
手順
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ワーク:データを分析する

52

jSTAT MAPを利用する
手順
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ワーク:データを分析する

53

データを分析する。（統計地図作成→レポート作成→リッチレポート）

手順
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ワーク:データを分析する

54

データを分析する。設定はデフォルトのまま「次へ」

手順
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ワーク:データを分析する

55

データを分析する。
エリア「到達圏」、種類:「徒歩」、時速（変更なし4km）、エリア到達圏１を「有効」「15分」

手順
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ワーク:データを分析する

56

データを分析する。
自身が良く知る町（自宅の最寄り駅等）にアイコンをプロット→「リッチレポートを作成する」

手順
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[参考]ExcelファイルをGoogleのサービスで開く場合

57

手順
・Excelファイルを画面右上「Google apps」から「Sheets」を選択

・新規作成でファイルを開く

・データを取り込む。「ファイル」→「インポート」→「アップロード」→ファイルを選択
・インポート方法は「スプレッドシートを新規作成する」を選択
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ワーク:データを分析する

58

手順
データを分析する。
・人口は何人ですか?（⇐「基本分析」シート）

・年代にはどのような特徴がありますか?（⇐「基本分析」シート）

・
・

・
・
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ワーク:jSTAT MAP（地理情報システム）を利用する

ワーク前提の確認 ・ワークの背景を確認します。（講師と共に共有）

特定用途に利用出来る統計情報システムを利用する

jSTAT MAPの登録１０分 ・jSTAT MAPを登録します。

データを分析する

59

１０分 ・リッチレポートを出力し、地域の情報を分析します。

チーム内での
共有

３分
×４

・３～４名１組のチームで行います。
・以下の項目を1人３分で共有します。
「事前に想定した内容との違い」
「分析に必要なデジタル知識」、等
・他の人はそれぞれ１分程でコメントをしてください。
・順番は名前の50音順で最も早い方から行います。



Copyright© Yonemoto SME Management Consulting Office All Rights Reserved.

経営戦略:顧客セグメンテーション

60

顧客をセグメンテーションに分ける方法として以下のように分類する観点がある

顧客の特性を理解しターゲットを絞る事で
より適切な製品開発、価格設定、プロモーションが可能となる

人口統計的基準
デモグラフィック基準

年齢、性別、所得、職業、などの属性に基づいて分類する

地理的基準
ジオグラフィック基準

地域、都市、地区に基づいて分類する

心理的基準
サイコグラフィック基準

ライフスタイル、価値観、性格、興味に基づいて分類する
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リテラシー:データと情報

「データ」と「情報」には使い分けがある

データ 事実、資料、数字、記号など

情報 何か行動するとき、その意思決定の材料になるもの

データから情報を導き出すことで、判断や行動に役立てることができる



ChatGPTを相談相手にする
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ワーク:ChatGPTを相談相手にする

ワーク前提の確認 ・ワークの背景を確認します。（講師と共に共有）

ChatGPTをホームページを作成する相談相手にします

ChatGPTに登録する５分 ・Googleアカウントで連携します。

63

ChatGPTを試す１０分 ・いくつかの問いを投げてChatGPTを使ってみます
・自らの店舗名を相談してみます。
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ワーク:ChatGPTを相談相手にする

64

手順
検索エンジンから「ChatGPT」を検索→「日本語｜ログイン」を選択
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ワーク:ChatGPTを相談相手にする

65

手順
ChatGPTに登録する。→Googleアカウントで続行
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ワーク:ChatGPTを相談相手にする

66

手順
ChatGPTに登録する。
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ワーク:ChatGPTを相談相手にする

67

手順
ChatGPTに登録する。
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ワーク:ChatGPTを相談相手にする

68

手順
ChatGPTに登録する。
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ワーク:ChatGPTを相談相手にする

69

手順
ChatGPTに登録する。



Copyright© Yonemoto SME Management Consulting Office All Rights Reserved.

ワーク:ChatGPTを相談相手にする

70

手順
ChatGPTを試す。
店舗名を相談してみる。
１．プロンプトに次を入力する「ChatGPTへの指示の出し方のポイントを教えてください。」
２．上記回答に沿った内容で新店舗の名称案の提案させる。（下記参照）
３．プロンプトを変更しいくつか試行する。

プロンプトの書き方

悪い例

良い例

より具体的な記述をする事でイメージに近い回答が生成されます。
「役割」 「背景」「目的」「コンセプト」など

良い店舗名を教えて下さい。

あなたは経営コンサルタントです。新規にオープンする菓子店の候補名をいく
つか挙げてください。周辺には競合他社が多く存在するため、ユニークな名前
が望ましいです。イチゴとヨーグルトを使ったメニューが評判です。和菓子の職
人も在籍するため、高齢者にもなじみやすい和の雰囲気を感じさせる名称が
望ましいです。
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ワーク:（参考）プロンプト例を記入した結果

71
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ワーク:ＨＰを更新する

ワーク前提の確認 ・ワークの背景を確認します。（講師と共に共有）

本日利用したツールを使って、HPを更新します

72

HP修正１５分
・「ChatGPT」と相談しながら店舗名／メニューを開発します。
・「Wix」を通じてＨＰに掲載します。

HPのチーム内での
共有

４分
×４

・３～４名１組のチームで行います。
・以下の項目を1人４分で共有します。
「店舗名／メニューの意図」 「DXのイメージの変化」、等
・他の人はそれぞれ１分程でコメントをしてください。
・順番は名前の50音順で最も早い方から行います。
・全体発表者を１名決めてください

全体共有



まとめ
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（再掲）DXに取り組むにあたっての課題

出典:中小企業基盤整備機構 「中小企業のDX推進に関する調査」（2023年10月）

74
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（再掲）求められている支援内容

出典:中小企業庁 「中小企業白書」（2023年）
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経営戦略:PDCAサイクル

デミングサイクルとも呼ばれる継続的改善の手法

Plan

Do

Study
(Check)

Action

少ないリソースで素早く実施することができる

DX従来

計画を作成（あなた） 計画を作成（あなた）

HP作成（協力会社）

市場調査（協力会社）

確認・変更（あなた）

HP作成（あなた）

市場調査（あなた）

確認・変更（あなた）
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サービス／アプリケーション

77

多くのサービスやアプリケーションが提供されている

様々な目的で用意されており、自社の課題に合わせて活用する事が出来る

出典:NoCoders Japan協会 「ノーコード・カオスマップ」（2022年）
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デジタル人材の人材像:デジタルスキル標準とは

出典:IPA「デジタルスキル標準」

情報処理推進機構（IPA）が定義した人材像
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デジタル技術の獲得方法:マナビDX

出典:経済産業省「デジタル人材育成プラットフォームの取組状況について」
79
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DX概論:DXの定義

出典:経済産業省（デジタルガバナンスコード2.0）

「企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術
を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモ
デルを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、企業文
化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること。」
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DX
Digital Transformation
デジタル 変わる
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最後に

デジタル技術の進展によって、今までデジタル技術を利用されていなかった方にも
その恩恵が受けやすくなっています。
それに伴い技術の習得の機会も増えてきました。

本日の研修が、貴社のデジタル人材育成の一助となり
さらなる発展のきっかけとなる事を願っております。

米本 利行
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